
　数　量　計　算　書

令和７年度 友沼橋長寿命化工事

一級幹線５号線

野木町大字友沼地内



規　　　格 単　位 数量(当初) 数量(変更) 数量(増減) 摘　　　要

塗膜系防水　補修

ｍ２ 141
塗膜系防水　補修

ｍ２ 64
Ｎ＝６箇所

箇所 6

ｍ２ 205

舗装版破砕

3.0km以下 ｍ３ 9

アスファルト

ｍ３ 9

1.4m以上3.0m以下

平均仕上り厚５０ｍｍ ｍ２ 141
1.4m未満(1層当り平均仕上り厚50mm以下)

平均仕上り厚３０ｍｍ ｍ２ 64

接着剤固定式

ｍ 49.2

B=20ｍｍ

式 1

１構造物当り補修延べ延長２５ｍ未満

構造物 1

鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理あり

１構造物当り修復延べ体積０．７７ｍ３ 構造物 1
鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理なし

１構造物当り修復延べ体積０．１８ｍ３ 構造物 1

数　量　総　括　表

令和７年度 友沼橋長寿命化工事
工事区分(項目)・工種・種別・細別

＊＊本　工　事＊＊

橋梁保全工事

舗装工

橋面防水工

橋面防水

橋面防水工 車道部

橋面防水工 車道部

水抜パイプ設置工

舗装打換え工

舗装版破砕（小規
模）

舗装版破砕積込（小
規模土工）

殻運搬

殻運搬

殻処分

処分費

表層

表層（車道・路肩
部）

表層（歩道部）

橋梁付属物工

排水施設工

水切り

水切り設置工

橋梁補修工

橋梁地覆補修工

伸縮目地補修

伸縮目地補修工（地
覆部）

ひび割れ補修工

低圧注入工法

ひび割れ補修工（低
圧注入工法）

断面修復工

左官工法

断面修復工（左官工
法）

断面修復工（左官工
法）



ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

ｍ３ 0.9
ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋)構造物とりこわし

3.3km以下 ｍ３ 0.9
コンクリート（無筋）

ｍ３ 0.9

研削材再利用ブラスト工法

回収・分離工含む ｍ２ 713
PCB含有塗膜、安全防護類関係、

ブラスト養生シート類等 式 1

有機ジンクリッチペイント　スプレー

ｍ２ 713
弱溶剤形変性エポキシ樹脂　スプレー　２層

ｍ２ 713

弱溶剤形ふっ素樹脂　淡彩　スプレー

ｍ２ 713

弱溶剤形ふっ素樹脂　淡彩　スプレー

ｍ２ 713

式 1

式 1

式 1

式 1

式 1

式 1
板張防護・ブラスト用養生シート等含む

ｍ２ 82

式 1

交通誘導警備員Ｂ

式 1

１式

下向き ｍ２ 3

１式

式 1

式 1

殻運搬

人力積込

殻運搬

処分費

現場塗装工

橋梁塗装工

素地調整

素地調整(１種ケレ
ン)

施工規模補正：
1,000m2未満500m2以上

廃棄物保管容器

下塗

橋梁塗装工　下塗り
（塗替）

橋梁塗装工　下塗り
（塗替）

中塗

橋梁塗装工　中塗り
（塗替）

上塗

橋梁塗装工　上塗り
（塗替）

足場

吊足場工(タイプA3)

床面シート張防護設
置工

朝顔工(両側)(タイプ
B)

板張防護工(タイプB)

シート張防護工(タイ
プB)

ブラスト工養生シー
ト工

塗装足場工(高欄部)

防塵対策工

防塵対策

交通誘導警備員

交通誘導警備員の計
上

環境対策資機材費

仮設工

交通管理工

技術管理費

極小規模鉄筋探査工

安全費

安全対策費

安全対策費　発注者
立会用



　舗装打換え工数量計算書

ｍ
2

141.3

ｍ
2

63.6

ｍ
2

204.9

車道舗装 ｍ
2

141.3

歩道舗装 ｍ
2

63.6

殻運搬処理工 ｍ
3

9.0

ｍ
2

141.3

ｍ
2

63.6

導水管 ｍ
112.2

　〃 ｍ
55.2

成形目地 ｍ
112.2

　〃 ｍ
102.3

水抜きパイプ 箇所
6

鉄筋探査 ｍ2
3.0

上流床版端部 ｍ 49.2

橋面防水層

車道部　φ20　樹脂製

フレキシブルチューブφ25，L=250
モルタル間詰

歩道

規格・寸法 単位 数   量 摘    要

橋
面
舗
装
打
ち
替
え
工

As

ｴｺｽﾗｸﾞ入り再生密粒As(13)－50 t=3cm

工種・種別

車道

ｴｺｽﾗｸﾞ入り再生密粒As(13)－50 t=5cm

水切り
設置工

歩道

下向き

112.2/141.3*100m2
79.4ｍ/100m2

橋
面
防
水
工

車道（塗膜系）

歩道部　φ15　樹脂製

舗装版破砕(小規模)

貼付式　20×25

102.3/63.6*100m2
160.8ｍ/100m2

112.2/141.3*100m2
79.4ｍ/100m2

合計

55.2/63.6*100m2
86.8ｍ/100m2

アスファルト舗装 t=5cm以下

車道

歩道（塗膜系）



　  舗装打換え工数量計算書

１）舗装版破砕工・鏡面防水工・舗装工

車道舗装（ｔ＝50） 伸縮部控除

× （ － ） × 3 ＝ ｍ2

歩道舗装（ｔ＝30）

× （ － ） × 3 ＝ ｍ2

計 ｍ2

２）導水管

車道導水管（φ20）

× 6 ＝ ｍ

（ － ） × 6 ＝ ｍ

計 ｍ

歩道導水管（φ15）

× 6 ＝ ｍ

（ － ） × 3 ＝ ｍ

計 ｍ

３）成形目地材

車道

× 6 ＝ ｍ

（ － ） × 6 ＝ ｍ

計 ｍ

歩道

× 6 ＝ ｍ

（ － ） × 6 ＝ ｍ

計 ｍ

４）排水管設置（車道）

床版削孔φ30、L=220 N= ＝ 孔

フレキシブルチューブφ25 N= × ＝ ｍ

モルタル

（0.015*0.015-0.0125*0.0125）*π*0.220*6 ＝ ｍ3

（最小数量としてセメント1袋分の約0.01m3を計上）

鉄筋探査 × 箇所 ＝ ｍ3

５）As殻（車道＋歩道）

車道舗装（ｔ＝50）

× ＝ ｍ3

歩道舗装（ｔ＝30）

× ＝ ｍ3

計 ｍ3

6）水切り設置 上流床版端部

× ＝ ｍ

6

1.50.25 6

0.5

0.03 1.9

0.0003

16.4 3 49.2

7.1

63.6

55.2

3.00 18.0

9.0

102.3

141.3 0.05

8.1

3.0

16.40 0.70 94.2

112.2

1.35

16.40 0.70 94.2

112.2

1.35 8.1

16.40 0.70 47.1

63.6

204.9

3.00 18.0

16.40 0.70 94.2

141.3

1.35

m2

（想定）

6

3.00 16.40 0.70

16.40 0.70



　伸縮目地部補修工数量計算書

(1) 伸縮目地部補修工数量集計表

(2) 伸縮目地部補修工数量計算

・ 止水シール材充填工（幅 B=20mm：仮定値）
A1橋台部： ＝

計

・ 止水シール材・バックアップ材
A1橋台部： ｍ × ｍ × ｍ ＝

計
× L / ＝ L

0.0002 ｍ3

0.0002 ｍ3 1,000 ｍ3 0.2

0.020 0.020 0.500 0.0002 ｍ
3

0.50 ｍ

0.50 ｍ

バックアップ材 幅 B=20mm用 L 0.20 0.2

止水シール材 L 0.20 0.2

止水シール材充填工 幅 B=20mm ｍ 0.50 0.5

種　別 規格・寸法 単位
数　量

合計
A1橋台部 A2橋台部

20

20

シール材充填図（地覆部） S=1:5

バックアップ材

シール材

プライマー塗布プライマー塗布

地 覆

200

15
0

15
0 10
0

50

シール材

床版（既設）



　ひび割れ補修工数量計算書

(1) ひび割れ補修工数量集計表

低圧注入法

ひび割れ補修（低圧注入工法）

ひびわれ注入工（エポキシ樹脂系）：ひびわれ幅 0.2mm以上～0.5mm未満

(2) ひび割れ補修工数量計算

・注入材(エポキシ樹脂系)

× 1180kg/m3　(参考値) ＝ kg

ロス率40% (コンクリートメンテナンス協会ホームページより)

× ＝ kg

・シール材(エポキシ樹脂系) 1700kg/m3　(参考値)

シール幅 ， 塗厚 と仮定すると kg/m

× ＝ kg

ロス率37%　(土木工事標準積算基準書より)

× ＝ kg

・低圧注入器 ＝ 個

【設計量】

【使用量】

【設計量】

【使用量】

1

0.300 0.255 0.077

0.077 1.370 0.105

0.0001 0.118

0.118 1.400 0.165

0.050 0.003 0.255

計 0.0001

体積（ｍ3） 適　用

1 地覆 0.30 0.004 0.0012 0.05 0.0001

No 箇所 延長(m) 幅（m） 面積（ｍ2）平均深さ（ｍ）

ひ
び
割
れ
部
の
清
掃

注
入
孔
の
設
置

シ
ー

ル
材
塗
布
・
注
入
機
材
設
置

注
入
材
の
注
入

シ
ー

ル
材
・
注
入
機
材
撤
去

仕
上
げ

0.08

低圧注入器 個 1 1

シール材【設計量】 エポキシ系 ｋｇ 0.077

0.30

注入材【使用量】 エポキシ系 ｋｇ 0.165 0.17

ひび割れ注入工 低圧注入工 ｍ 0.300

種　別 規格・寸法 単位
数　量

合計
橋面 床版 下部工



　 断面修復工数量計算書

(1) 断面修復工数量集計表

左官工

仕
上
げ

足
場
撤
去

断面補修（左官工法）

足
場
設
置

鉄
筋
探
査

は
つ
り
（

カ
ッ

タ
ー

含
む
）

鉄
筋
ケ
レ
ン
（
防
食
含
む
）

断
面
補
修
（

プ
ラ
イ
マ
ー

含
む
）

殻運搬処理工 Co殻 ｍ
3 0.001 0.522 0.423 0.946

0.769

断面修復工（ケレン無し） 左官工 ｍ
3 - 0.177 - 0.177

断面修復工(ケレン有り) 左官工 ｍ
3 0.001 0.345 0.423

種　別 規格・寸法 単位
数　量

合計
橋面 床版 下部工

積算上では、上記の範囲が含まれる。鉄筋のケレン防食を含めないケースも



　(2) 断面修復工

No 損傷箇所 箇所数 延長(m) 幅(m) 面積(m2) 平均厚(m) 体積(m3) 適　用

① 地覆 1 0.150 0.150 0.023 0.050 0.001

1径間目

① 床版G1 1 16.400 0.120 1.968 0.030 0.059 ケレン無

② 床版G1 1 16.400 0.140 2.296 0.050 0.115

2径間目

③ 床版G1 1 16.400 0.120 1.968 0.030 0.059 ケレン無

④ 床版G3 1 16.400 0.140 2.296 0.050 0.115

3径間目

⑤ 床版G1 1 16.400 0.120 1.968 0.030 0.059 ケレン無

⑥ 床版G3 1 16.400 0.140 2.296 0.050 0.115

下部工

① A1 1 0.400 0.800 0.320 0.100 0.032

② 〃 1 1.100 0.250 0.275 0.100 0.028

③ P1 1 0.100 0.300 0.030 0.050 0.002

④ 〃 1 1.000 0.250 0.250 0.100 0.025

⑤ 〃 1 0.200 0.300 0.060 0.050 0.003

⑥ 〃 1 0.250 1.000 0.250 0.050 0.013

⑦ P2 1

0.45*0.45*π+0.9*(4.4-0.9)= 3.786

-0.589 支柱面積控除

3.197

⑦ P2 1 3.197 0.100 0.320

計 0.946

ケレン有り 0.769

ケレン無 0.177

橋面地覆

床版下面

下面全て

 -0.25*0.25*π*3=

下面全て



　塗装塗替え工数量計算書

(1) 塗装塗替え工数量集計表

Rc-Ⅰ塗装系

※研削材再利用型ブラスト工法を想定した値。

廃棄物用ドラム缶
（UN規格）200kg/本

本 19

297.0

82.1

1

1

712.8

※想定値1.0kg/m2 kg 523.8 39.2 0.30 137.7 11.8 712.8

11.8 712.8

塗装塗替え工 Rc-Ⅰ塗装系 ｍ
2 523.8 39.2 0.3 137.7 11.8

137.7 11.8 712.8

素地調整工 １種ケレン ｍ
2 523.8 39.2 0.3 137.7

合計

上部工
車道側
高欄

支承本体
鋼板
接着部

橋脚部

種　別 規格・寸法 単位

数　量

清掃・水洗い ｍ2 523.8 39.2 0.3

安全対策費 〃 式

環境対策資機材費 防塵対策等(PCB) 式

特別産業廃棄物
処理工(PCB) PCB含有塗膜で4本、安全防護類関係、ブラ

スト養生シート類で15本【推定】

追加足場工(高欄部) 〃 ｍ2 (0.8m+0.9m)×48.3m

塗装足場(吊足場：タイ
プA3）

朝顔・板張・シート
張防護含む ｍ2 (0.8m+5.35m)×48.3m



(１) 全面塗装塗替え工

外面塗装 内面塗装

１.上部工主構

3 主桁 H 594*302 16400 - 1 33.88 101.6 101.6 2.066(㎡/ｍ)

8 横桁 ［ 250*90 1400 - 1 1.14 9.1 9.1 0.813(㎡/ｍ)

12 垂直補剛材 PL 100 548 - 2 0.11 1.3 1.3 端部

8 垂直補剛材 PL 100 548 - 2 0.11 0.9 0.9 支間部

計 112.9 112.9 １連当たり

338.7 338.7

※過去の実績値より

123.5 123.5 重複部控除

61.6 61.6

185.1 185.1

523.8 523.8

6 支承 個 0.02 0.1 0.1 (推定)

0.3 0.3

1 床版下面 2800 16400 1 45.92 45.9 45.9

137.7 137.7

2 曲線部 0.900*3.1415*0.600= 1.696 1 1.70 3.40 3.4 R=450,H=600

2 直線部 (4.400-0.900)*0.600= 2.100 2 4.20 8.40 8.4

11.8 11.8

４橋脚（梁部)　

３連当り合 計（ｍ2）

３.鋼板接着部（車道部)　 ※（1.25ｍ＋0.15ｍ）×2=2.8ｍ

３連当り合 計（ｍ2）

　２）新設部（歩道部)計算書より（参考資料-１参照） ３連当たり

横桁・ブラケット

側縦桁

新設部３連当り合計（ｍ2）

上部工主構３連当り合 計（ｍ2）

２.支承部　（次項参考資料-２参照）

0.02ｍ2/個

2橋脚合 計（ｍ2）

旧橋３連当り合計（ｍ2）

ﾈｯﾄ
（％）

面
数

　１）旧橋部分

主桁 (H-594×302×14×23)

種別

部材寸法(mm)

※(（0.594＋0.302＋0.302-0.014）×2)-0.302(桁上面)＝2.066

※デザインデータより0.0235ｍ2/kg　34.6㎏/ｍ

横桁 ［-250×90×9×13

1連当
り

本　数
部材名

幅 長さ
現場塗装 ケレン

面積

面積
(㎡)

塗装面積(㎡)

備 考

5 350

2＠1550＝3100650

200 4004 550200

15
0

10
0

3 000 1 550

200

59
4

16
8 5
0(
推
定
)

鋼板接着

H-594×302×14×23

RC床版

2001400

［-250×90×9×13

150 1250 1250 150

11



　鋼桁面積参考資料

2＠1550＝3100650

1
5
0

200

1
6
8

5
0
(
推

定
)

5
4
8

1400

12



参考資料-１　新設歩道部鋼桁図面及び塗装面積書

主
桁

塗
装

控

13



14



15



16



参考資料-２　支承塗装面積計算

外面塗装 内面塗装

1 - - 80 80 - 2 0.01 0.01 0.01 上面
1 - - 80 41 - 3 0.01 0.01 0.01 側面

計 0.02

ケレン
面積

支承露出部分のみ　※突起以下は埋設されているため。

面
数

面積
(㎡)

塗装面積(㎡)
備 考

幅 長さ
現場塗装

1連当
り

本　数
部材名 種別

部材寸法(mm)
ﾈｯﾄ

（％）

17



(2)高欄塗替え工数量計算書（上流側）

側径間

中央径間

周長

φ75＝0.24ｍ

側径間

支柱 （ ＋ ） × × × 2 ＝ ｍ2

横桟 （ ＋ ） × × 2 ＝ ｍ2

中央径間

支柱 （ ＋ ＋ ） × × ＝ ｍ2

横桟 （ ＋ ＋ ） × ＝ ｍ2

（ ＋ ） × × 3 ＝ ｍ2

ｍ2計 39.2

9.48 3.16 3.16 0.24 3.8

0.224 0.232 16.4 22.4

9.00 6.90 0.24 7.6

13 5 5 0.33 0.24 1.8

13 10 0.33 0.24 3.6

200 12@750=9000 300 9@750=6750

16400

150160 4@750=3000 300 4@750=3000

16400

160300 12@790=9480 20012@750=90003009@750=6750

16400

150

40
0

φ75

40
0

40
0φ75

φ75

20 20

上流側高欄再塗装 S＝1/50

200 12@750=9000 300 9@750=6750

16400

150160 4@750=3000 300 4@750=3000

16400

160300 12@790=9480 20012@750=90003009@750=6750

16400
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